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最初の参加者：カズ（11 歳、水頭症と二分脊髄）と母親リュウ（ 41 歳、娘の誕生以来
ブログ掲載、よいストーリーテラー）である。 
インタビュー：3 年の間に 7 回 20 時間おこなった。フィールドノート、インタビュー
逐語録、ブログ、家族写真などを分析した。分析後に、他の研究者、研究協力者
とデータの解釈を確認した。その後、3 人の研究参加者に重度障害児の母親 3 名
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